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研究成果の概要（和文）：保育現場の観察および実験より、現段階では次のことが示唆された。
（１）保育現場における過去に関する子ども同士の会話は、次の３つのカテゴリに分類された。①自己の過去
（自分の過去について、それを知らないであろう他者に報告する）、②自他間で共有した過去（自分と他者が共
有した過去について、他者に確認・同意を求める。）③他者の過去（自分が知らない他者の過去について質問す
る。）。（２）過去に対して事実レベルの違いをすり合わせるようなNegotiationは4歳児以降にしかみられなか
った。（３）２～３歳児では、設定された未来の目的に対して言及しながら協力することは困難であった。

研究成果の概要（英文）：The results were summarized in three points.
First, the early children's conversation about past were categorized into three types;  (1) sefl 
past, (2)Joint past, (3)others past. Second, the negotiation emerged from the age of 4 years old. 
Third, 2- and 3-year-olds had difficulty in cooperating while referencing the joint future goal.

研究分野：発達心理学、保育内容
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
この 10 年のメンタルタイムトラベル研究
を概観し，特にこれまで研究の少なかった，
乳幼児の未来思考の発達を明らかにするユ
ニークな実験課題が増えつつあることを指
摘している。そして研究代表者（2011）は，
過去や未来をありありと想起・想像するには
“自己意識”が不可欠であること，そしてま
た，ヒトが時間認識をもつ目的は過去や未来
の出来事を“他者と共有する”ためである（渡
辺, 2010）ことから，メンタルタイムトラベ
ルを自他関係の発達から捉えること，すなわ
ち社会的機能の側面を明らかにすることが
重要であると指摘してきた。 
 
２．研究の目的 
これまでの研究では，「自己あるいは他者
いずれかの過去や未来についての理解」に重
きを置き，「自己と他者がいかに過去や未来
を共有するか」についてはあまり注目してこ
なかったといえる。しかし上述したように，
ヒトにおいて時間認識がなぜ発達したのか
という視点からみると，それを明らかにする
ことは意義がある。そこで本研究では、メン
タルタイムトラベル研究を，自己と他者の時
間的共有という視点から発展させていく。 
そこで、第一の目的は、子どもは保育場面
の中でどのようなときに過去に言及し、また
それをどのように他者と共有するのかを明
らかにすることである（観察①，②）。第二
の目的は、過去について他者との食い違いが
みられると考えられる場面としていざこざ
に着目し、いざこざのきっかけ（過去）につ
いて自他間でいかにやりとりするのかを明
らかにすることである（観察③、④、⑤）。
第三の目的は、実験場面の中で未来の目的に
対して、他者といかにやりとりしながら協力
するようになるのかを明らかにすることで
ある（実験①）。 
 
３．研究の方法 
  
（１）観察① 
本観察では、子どもは保育場面においてど
のようなときに過去について言及し、それを
他者と共有するのかを明らかにするために、
3～5歳児を対象に観察を実施した。 
 対象児は、A 保育園：3 歳児 20 名（男児 8
名・女児 12名、平均 3歳 7ヶ月、範囲 4歳 0
ヶ月－3歳 1か月）。B保育園：4歳児 16 名（男
児 12 名・女児 4名、平均 4歳 6ヶ月、範囲 4
歳 2ヶ月－4歳 11 ヶ月）、5歳児 15 名（男児
9 名・女児 6 名、平均 5 歳 5 ヶ月、範囲 5 歳
0ヶ月－6歳 0ヶ月）であった。 
手続きは、自然観察法における非参与観察
であり、子ども同士の会話の中で過去への言
及がみられた場合に記録をする事象見本法
を基本とした。過去に関する会話の判断基準
は，少なくとも次の（a）か（b）のいずれか
に該当する場合とした。（a）目前にない物事

や状況に触れており，かつ過去形である。（b）
過去時制（e.g., “きのう”）が用いられて
いる。記録は、会話の終了もしくは話題の変
化がみられた時点で終了した。なお、記録方
法は，メモと IC レコーダーを使用した。 
 
観察② 
本観察では、乳幼児期の子どもはいつ頃か
ら過去や未来に言及し、それを他者と共有す
るようになるのかを明らかにするために、2
～3 歳児を対象に観察を実施した。ただし、
観察①とは違って、対子どもだけでなく、対
大人との会話も含めた。 
対象児は、B 市内私立Ｇ保育園の 2 歳児ク
ラス 18 名（男児 11 名・女児 7名，観察終了
時の平均年齢 3 歳 2 ヶ月，レンジ 2 歳 10 ヶ
月－3 歳 8 ヶ月），および 3 歳児クラス 13 名
（男児６名・女児７名，観察開終了時の平均
年齢 4歳 2ヶ月，レンジ 3歳 10 ヶ月－4歳 8
ヶ月）であった。観察回数は，各クラス 12
回ずつであった。一日の観察時間は 9 時 00
分から 13時 00 分までであった。 
 
観察③ 
 本観察では、過去や未来への言及に食い違
いがみられ得る場面として「いざこざ」に着
目し、言い争う中で子ども同士がどのくらい
過去（いざこざの原因など）に言及したり、
それ対する認識において相互に食い違いが
みられたりするのかを明らかにすることで
あった。 
対象児は，3歳児クラス 21 名（男児 10名・
女児 11 名，平均年齢 3 歳 6 ヶ月，レンジ 3
歳 1ヶ月－3歳 11 ヶ月），4歳児クラス 20 名
（男児 12 名・女児 8 名，平均年齢 4 歳 5 か
月，レンジ 4 歳 0 ヶ月－4 歳 10 ヶ月），5 歳
児クラス 19 名（男児 9名・女児 10 名，平均
年齢 5歳 6ヶ月，レンジ 5 歳 0ヶ月－5歳 11
ヶ月）であった。なお，平均年齢およびレン
ジはいずれも初回観察時のものである。 
観察回数は、各クラス 13 回ずつであり、計
39 回実施した。毎週特定の曜日に各年齢クラ
スを日ごとに観察したので，各年齢クラスに
つきおおよそ3週間に一度観察に入ったこと
になる。ただし，祝日や行事等で観察に入れ
ない場合は翌週に延期することもあった。観
察回数は，各年齢クラスとも 13 回ずつ，計
39 回であった。観察時間は，クラスの子ども
全員がほぼそろう 9 時 15 分から午睡直前ま
での約3時間半（クラスによって多少異なる）
であった。 
 記録内容は，いざこざが開始してから終了
するまでを 1つの事例として，いざこざの当
事者及び第三者の子どもの名前と言動をメ
モによって記録し，後にビデオカメラで正確
な言動を追加して，フィールドノーツを作成
した。なお，本研究におけるいざこざ及び介
入行動の定義であるが，いざこざの定義につ
いては，第三者の介入行動について調査した
越中（2001）にならい，Hartup et al. (1988) 



による葛藤の定義『①ＡがＢに影響を及ぼそ
うと試みる→②ＢがＡに抵抗する』という２
ターン以上のやりとりによって成立するも
の」に従った。 
 
観察④ 
観察③の対象児よりも幼い2歳児を対象に、
いざこざの中でいかに過去に言及するのか
を明らかにするために、観察を実施した。 
 対象児は、2歳児クラス 19 名（男児 9名・
女児 10 名，平均年齢 2 歳 8 ヶ月，レンジ 2
歳 2 ヶ月－3 歳 1 ヶ月）であった。なお，平
均年齢およびレンジはいずれも初回観察時
のものである。観察回数は計12回実施した。
観察方法については、観察①の手順に従った。 
 
観察⑤ 
観察③で得られた事例数が少なかったた
め、引き続き同じ子どもを対象に縦断的に観
察を実施し、いざこざの中で子ども同士が互
いに過去や未来に言及する様子を記録した。 
対象児は、観察①で 3歳児クラスと 4歳児
クラスだった子どもが、それぞれ 4歳児クラ
スと5歳児クラスになったときのものであっ
た。 
 
（２）実験① 
子ども同士が共通の未来の目的を達成す
るとき、いかにやりとりをしながら選択・協
力していくのかを明らかにするために、実験
を実施した。 
 対象児は、A市の保育園 2歳児クラス 10 名
であった。できるだけ月齢に近い者同士をペ
アにして、各ペアに 3つの実験課題を提示し
た。 
Block Task（ブロック課題）：16 ピースの
積み木（ネフスピール，スイス製）を二人で
協力して高く積み上げるように教示した。 
Cleaning Task（お掃除課題）：散乱してい
る紙くずを二人で協力して集めるように教
示し、一方の子どもにはほうき、一方の子ど
もにはちりとりを持たせた。 
Washing Task（お洗濯課題）：はじめに、
落ちている洗濯物を拾って持ってくるよう
に教示し、一人では持てないような大きなカ
ゴの両側の持ち手をそれぞれ1つずつ子ども
に握らせた。次に、洗濯物を拾って持って戻
ってきたら、今度は 1m の物干し竿の両側を
それぞれの子どもに片側を持たせ、先ほどの
洗濯ものをハンガーにかけて、子どもが一緒
に持っている竿にかけ、洗濯物が落ちていた
向こうの物干し竿にかけてくるよう教示し
た。後日、同じペアに同じ課題に再度取り組
むよう教示し、過去への言及について調べた。 
 
４．研究成果 
 
（１）子どもは保育場面の中で、どのような
ときに過去に言及し、またそれをどのように
他者と共有するのか（観察①②） 

 
観察①の観察回数は、各クラス 9回ずつ、
計 27 回であった。観察②の観察回数は、
各クラス 13回ずつ、計 26回であった。 
（１）過去への言及内容のカテゴリは、大き
く３つに分かれた。すなわち、①「自己の過
去」、②「自他間で共有した過去」、③「他者
の過去」である。各カテゴリの定義は以下の
とおりである。 
 
Table1. 過去への言及カテゴリ 
カテゴリ名 定義  
①  
自己の過去 

自分の過去について、それを
知らないであろう他者に報
告する 

②  
自他間で 
共有した過去 

自分と他者が共有した過去
について、他者に確認・同意
を求める。 

③  
他者の過去 

自分が知らない他者の過去
について質問する。 

 
Table2. 観察①における過去への言及カテ
ゴリ別にみた年齢別事例数（重複あり） 
カテゴリ 3 歳児 4 歳児 5 歳児 
①  
自己の過去 

6 11 17 

②  
自他間で 
共有した過去 

5 2 7 

③  
他者の過去 

1 5 8 

 
Table3. 観察②における過去への言及カテ
ゴリ別にみた年齢別事例数（重複あり） 
カテゴリ 2 歳児 3 歳児 
①  
自己の過去 

40 66 

②  
自他間で 
共有した過去 

1 2 

③  
他者の過去 

2 1 

 
Table4. 観察①・②における過去への言及カ
テゴリ別にみた年齢別具体例 
カテゴリ 具体例 
①  
自己の過去 

（2 歳）「昨日地震あったよ
～！来るときあったよ～」 
（3歳）「これ、○○（自分）
が使っとったやつ！」 
（4歳）「○○（自分）ん家の
玄関にな、セミがおったんや
で」 
(5 歳)「○○（自分）が田ん
ぼでひとりで捕まえたん。す
ごいやろ。」 

②  
自他間で 
共有した過去 

（2歳）「○○ちゃん（自分）
と△△（友人）と□□（会話
相手）で読んだなぁ！」 



（3 歳）○○組のとき、まん
まんちゃん行くとき、通った
ことあるなぁ？」 
（4歳）「E男のおうち行った
らカエルおったよな？」 
 (5 歳)「○○くん（転出児）、
顔シカクじゃなかった？」 

③  
他者の過去 

（2 歳）「どこで拾ってきた
ん？」 
（3歳）「○○（会話の相手）
何取ったの？たんぽぽさ
ん？」 
（4 歳）「G 男がぶつかった
ん？何かされたん？」 
（5 歳）「“たのしかったおと
まりほいく”って誰が書いた
ん？」 

 
Table4. 観察②における過去への言及カテ
ゴリ別にみた年齢別事例数（重複あり） 
 2 歳児 3 歳児 
①  
自己の過去 

40 66 

②  
自他間で 
共有した過去 

1 2 

③  
他者の過去 

2 1 

 
以上の結果より、乳幼児期の子どもは他者
との会話の中で過去に言及するとき、どの年
齢においても自分の過去についてそれを知
らない他者に報告するというものが最も多
かった。 
幼児期になると、共有した過去について話
題にすることも割合としては多くなった。ま
た、4 歳以降になると、自分は知らない他者
の過去について質問することも割合として
は多くなることが明らかとなった。ただし、
過去に対して事実レベルの違いをすり合わ
せるような Negotiation（Fivush & Nelson, 
2006）は、先行研究（Reese, Haden, & Fivush, 
1993）と同様に 4歳児以降にしかみられなか
った。 
なお、3 歳児は、観察①では「自他間で共
有した過去」の割合が半数に近く多いものの、
観察②では 
 
（２）他者との食い違いがみられ得ると考え
られる場面としていざこざに着目し、いざこ
ざのきっかけ（過去）について自他間でいか
にやりとりするのか（観察③～⑤） 
いざこざ場面の中での過去への言及がみ
られた事例は、3歳児 26件、4歳児 20 件、5
歳児 11 件であった。 
 そのうち、過去についての事実レベルの
Negotiation がみられたのは 3 歳児 1 件、4
歳児 4件、5歳児は 3件であった。 
 これについては、縦断的観察の結果を追加
して現在分析中である。 

 
（３）実験場面の中で未来の目的に対して、
他者といかにやりとりしながら協力するよ
うになるのか（実験①） 
 
 子ども同士だけでは、未来の目的に言及
しながら協力行動を進めることは難しかっ
た。詳細については、現在分析中である。 
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